
4/16㈬・17㈭・18㈮来 月 の
外勤日は
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石見銀山地区本部版

　
1
月
31
日
、
大
田
市
ぶ
ど

う
生
産
組
合
は
、
Ｊ
Ａ
石
見

銀
山
地
区
本
部
で
第
61
回
定

期
総
会
を
開
催
し
、
来
賓
、

組
合
員
21
名
が
出
席
し
ま
し

た
。
令
和
6
年
度
活
動
報
告

と
収
支
決
算
、
令
和
7
年
度

活
動
計
画
と
収
支
予
算
等
の

議
事
が
承
認
さ
れ
た
後
、
組

　

石
見
銀
山
農
政
会
議
は
、

2
月
16
日
に
令
和
6
年
度
農

政
懇
談
会
を
開
催
し
、会
員
、

関
係
者
90
名
が
出
席
し
ま
し

た
。

　
田
原
洋
司
同
会
議
会
長
は

「
生
産
資
材
等
価
格
の
高
止

ま
り
、
昨
今
の
米
不
足
問
題

の
中
、
我
々
が
や
る
べ
き
こ

と
を
皆
さ
ん
と
共
に
や
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
」、
川
上
隆

Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部
長

は
「
消
費
者
と
生
産
者
を
繋

ぐ
Ｊ
Ａ
の
使
命
を
果
た
し
、

持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
に

向
け
て
農
業
会
議
と
共
に
運

動
し
て
い
き
ま
す
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。
ま
た
、
来
賓
の

三
浦
靖
参
議
院
議
員
、
楫
野

弘
和
大
田
市
長
、
生
越
俊
一

合
設
立
60
周
年
を
記
念
し
た

式
典
に
移
り
ま
し
た
。

　
原
田
武
敏
組
合
長
が
、「
功

労
者
の
皆
様
の
こ
れ
ま
で
の

ご
努
力
が
、
組
合
の
評
価
に

繋
が
り
、
地
域
農
業
の
活
力

と
な
っ
て
い
ま
す
」と
挨
拶
。

3
名
の
組
合
員
に
感
謝
の
功

労
者
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

最
後
に
次
の
10
年
に
向
け
新

た
な
扉
を
開
く
上
で
、
小
野

島
根
県
議
会
議
員
副
議
長
、

内
藤
芳
秀
島
根
県
議
会
議

員
、
河
村
賢
治
大
田
市
議
会

議
長
、
杉
本
勝
徳
農
業
委
員

会
会
長
職
務
代
理
が
、
激
励

の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

　
農
政
報
告
会
で
は
、
生
越

俊
一
県
議
会
議
員
が
、
米
の

消
費
者
価
格
と
生
産
原
価
、

農
業
担
い
手
、
有
害
鳥
獣
対

策
の
現
状
に
つ
い
て
、
県
が

目
指
す
持
続
可
能
な
農
業
へ

の
支
援
策
を
話
し
ま
し
た
。

健
副
組
合
長
が
決
意
を
表
明

し
ま
し
た
。
5
つ
の
取
り
組

み
と
し
て
、
1
億
円
産
品
の

数
値
目
標
、
組
合
の
体
制
強

化
、
栽
培
技
術
の
向
上
、
特

に
重
要
と
な
る
次
世
代
対

策
、
大
田
市
産
ぶ
ど
う
の
認

知
度
向
上
を
掲
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
丸
山
達
也
島
根
県
知

事
は
、「
米
の
需
給
と
消
費

者
価
格
、
生
産
原
価
と
生
産

者
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、
食

料
の
安
全
保
障
を
考
慮
す
る

国
の
農
政
へ
の
提
言
を
今
後

も
続
け
て
い
く
一
方
で
、
県

内
の
農
業
生
産
振
興
と
若
い

人
が
農
業
に
向
か
っ
て
い
く

た
め
の
政
策
を
充
実
し
た

い
」
と
事
例
を
挙
げ
な
が
ら

語
り
、「
今
回
の
米
不
足
を

契
機
に
農
業
の
重
要
性
を
消

費
者
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て

頂
け
る
よ
う
に
運
動
を
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
ま

し
た
。

箱
両
千

箱
両
千

TOPICS

1
●
大
田
市
ぶ
ど
う
生
産
組
合

第
61
回
定
期
総
会
と
60
周
年
記
念
式
典

TOPICS

2
●
石
見
銀
山
農
政
会
議

農
政
懇
談
会
で
農
政
報
告

挨拶する原田武敏組合長

主催者挨拶

丸山知事と生越議員の農政報告

来賓挨拶

功労者表彰を受ける大原功氏、小野邦夫氏、小野義則氏
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2
月
4
日
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね

石
見
銀
山
女
性
部
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
部
会
つ
ぼ
み
く
ら

ぶ
は
、
久
利
町
の
農
家
民
泊

『
梨
の
木
原
』
で
蕎
麦
打
ち

体
験
を
開
催
し
、
部
員
4
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
同
女
性

部
の
宮
脇
久
子
さ
ん
と
和
夫

さ
ん
ご
夫
妻
を
講
師
に
、
水

　
Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部

と
島
根
県
西
部
農
林
振
興
セ

ン
タ
ー
県
央
事
務
所
大
田
農

業
部
は
、
2
月
5
日
に
Ｊ
Ａ

石
見
銀
山
地
区
本
部
と
井
田

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
ｗ

ｅ
ｂ
で
繋
い
だ
2
会
場
で
春

の
土
づ
く
り
研
修
会
を
開
催

し
、
石
見
銀
山
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
生
産
組
合
、
大
田
市
白
ね

ぎ
生
産
組
合
、
大
田
市
ぶ
ど

う
生
産
組
合
、
温
泉
津
町
施

設
園
芸
組
合
の
組
合
員
と
個

人
の
生
産
者
48
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、

生
産
者
の
取
り
組
み

を
認
証
す
る
島
根
県

の
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
業
生

産
工
程
）
認
証
制
度

の
『
美
味
し
ま
ね
認

証
ゴ
ー
ル
ド
』
の
認

証
者
向
け
と
し
て
、

省
力
低
コ
ス
ト
、
地

力
と
土
壌
バ
ラ
ン
ス

向
上
が
テ
ー
マ
で

す
。

　
ア
サ
ヒ
ミ
ネ
ラ
ル

工
業
㈱
岡
田
信
文
さ

　
Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部

は
、
2
月
7
日
に
同
地
区
本

部
に
お
い
て
、
素
敵
な
シ
ニ

ア
の
為
の
Ｊ
Ａ
講
座
『
菜
根

館
』
を
開
催
し
、
受
講
生
15

名
が
大
田
市
産
の
大
豆
と
糀

を
使
っ
た
味
噌
作
り
を
体
験

し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね

石
見
銀
山
女
性
部
長
久
支
部

2
名
を
講
師
に
迎
え
、
大
豆

の
煮
方
、
保
存
方
法
か
ら
始

ま
る
味
噌
作
り
の
基
本
を
学

び
ま
し
た
。
時
間
短
縮
の
た

め
受
講
生
が
予
め
煮
て
き
た

大
豆
を
機
械
で
潰
し
、
糀
と

塩
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
丁
寧
に

空
気
を
抜
い
た
味
噌
団
子
を

容
器
に
入
れ
て
約
2
㎏
の
仕

加
減
か
ら
手
で
こ
ね
、
伸
ば

し
て
切
る
大
田
市
産
の
蕎
麦

粉
を
使
っ
た
蕎
麦
打
ち
の
手

順
を
手
本
に
学
び
、
早
速
実

践
し
ま
し
た
。
最
後
は
薪
を

燃
料
に
窯
と
羽
釜
で
蕎
麦
を

湯
が
き
、
地
元
産
た
っ
ぷ
り

の
食
材
の
蕎
麦
定
食
を
美
味

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ん
が
講
師
と
な
り
、
肥
料
の

成
分
、
有
機
物
と
無
機
物
の

説
明
や
土
壌
分
析
の
重
要

性
、
土
づ
く
り
手
法
を
解
説

し
ま
し
た
。
ま
た
、
丸
栄
㈱

十
亀
一
輝
さ
ん
か
ら
は
、
牡か

蠣き

殻が
ら

石
灰
肥
料
の
試
験
事
例

の
紹
介
が
あ
り
、
海
の
ミ
ネ

ラ
ル
補
給
や
施
肥
効
果
持
続

性
、
肥
料
成
分
利
用
度
向
上

等
の
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が

多
い
多
孔
質
構
造
を
持
つ
天

然
成
分
の
説
明
に
出
席
者

は
、納
得
し
た
様
子
で
し
た
。

込
み
味
噌
が
完
成
し
ま
し

た
。
涼
し
く
な
る
11
月
頃
ま

で
冷
暗
所
な
ど
で
保
管
し
ま

す
。

　

受
講
生
は
、「
大
豆
を
煮

る
の
は
大
変
だ
っ
た
け
ど
出

来
上
が
り
が
楽
し
み
」
と
話

し
、
発
酵
・
熟
成
が
待
ち
遠

し
い
様
子
で
し
た
。

TOPICS

3
●
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
つ
ぼ
み
く
ら
ぶ

蕎
麦
打
ち
を
体
験
＆
い
た
だ
き
ま
～
す

TOPICS

5

TOPICS

4
●
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
と
島
根
県
、
農
業
生
産
者
団
体
が
連
携

春
の
土
づ
く
り
研
修
会
を
開
催

●
素
敵
な
シ
ニ
ア
の
為
の
Ｊ
Ａ
講
座
『
菜
根
館
』

味
噌
を
作
っ
て
健
康
、
食
べ
て
健
康
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石見銀山地区本部人事異動のお知らせ
定年退職 令和７年２月28日付

氏　名 旧　任 備　考
山本　　淳 統括部長兼企画総務部 部長
福田　秀樹 大田中央支店 支店長 定年再雇用

天野　隆明 企画総務課付
（JA全農島根農機サポート出向、石見銀山営業所長）

本店へ着任
氏　名 新　任 旧　任

吉田　健人 本店共済部共済事務指導課 石見銀山統括支店業務課
（複合渉外担当）

黒崎　泰史 本店信用共済推進支援センター（信用トレーナー） 係長 石見銀山統括支店金融課 係長

定期人事異動
地区本部内異動（地区本部着任を含む）

令和７年３月１日付

氏　名 新　任 旧　任
西村　雄一　統括部長兼企画総務部 部長 石見銀山統括支店 支店長
岩谷　健一 営農経済部 部長 営農経済部部長兼生産販売課 課長
山﨑　眞男 営農経済部農産課 課長 営農経済部畜産課　課長

亀岡　隆行 営農経済部農産課 係長
（TAC）

総務課付
（大田市農業担い手支援センター出向 係長）

三浦真菜美 営農経済部農産課 石見銀山統括支店共済課
田中　　恵 営農経済部農産課 営農経済部畜産課
月森　修一 営農経済部生産販売課 課長 営農経済部農産課 課長
原田　　勲 営農経済部生産販売課 係長 営農経済部農産課 係長（TAC）
宇谷　祐介 営農経済部畜産課 課長 営農経済部畜産課 係長
下垣　幸大 営農経済部畜産課 係長 営農経済部営農推進資材課 係長
伊勢　恵子 営農経済部畜産課 営農経済部農産課
林　　隆幸 営農経済部営農推進資材課 係長 営農経済部生産販売課 係長
那須　直子 営農経済部営農推進資材課 企画総務部企画総務課
高橋　謙一 石見銀山統括支店 支店長 仁摩支店 支店長
多々納誠司 石見銀山統括支店金融課 課長 出雲地区本部東部ブロック推進課 課長
鎌田　貴之 石見銀山統括支店金融課 係長 石見銀山統括支店ローンセンター 係長
山﨑　千春 石見銀山統括支店金融課 石見銀山統括支店業務課

塚田あけみ 石見銀山統括支店金融課
（渉外担当） 仁摩支店

氏　名 新　任 旧　任
奥　　孝明 石見銀山統括支店ローンセンター 係長 営農経済部農産課 係長

芦原　大知 石見銀山統括支店ローンセンター 石見銀山統括支店業務課
（複合渉外担当）

矢田　哲夫 石見銀山統括支店共済課 課長 大田東支店 支店長
大谷　廣美 石見銀山統括支店共済課 大田中央支店（三瓶ふれあい店）

湯川　才恵 石見銀山統括支店業務課 係長
（複合渉外担当） 本店共済部共済事務指導課 係長

森田　真央 石見銀山統括支店業務課 係長 石見銀山統括支店金融課 係長

神田　真哉 石見銀山統括支店業務課
（複合渉外担当） 大田中央支店（複合渉外担当）

岩谷　直柔 大田中央支店 支店長 石見銀山統括支店金融課 課長

山下　明博 大田中央支店 係長
（複合渉外担当）

本店信用共済推進支援センター
（共済トレーナー） 係長

原　沙由花 大田中央支店 係長 大田東支店 係長
福田　秀樹 大田中央支店（三瓶ふれあい店）（定年再雇用）
中村真一郎 大田東支店 支店長 石見銀山統括支店共済課 課長
下垣　　香 大田東支店 係長 大田中央支店 係長
岩谷　佳寛 温泉津支店 支店長 大田中央支店 係長
小野　寿稔 仁摩支店 支店長 温泉津支店 支店長
中原　玉恵 仁摩支店 石見銀山統括支店共済課
大屋由美子 企画総務部企画総務課 営農経済部営農推進資材課

定年退職のご挨拶
　この度、2月28日をもちまして、定年退職いたしました。
　在職中は、皆様にひとかたならぬお世話になり、厚くお礼申し上げます。長い歳月大過なく勤めることができ
ましたのも、ひとえに皆様のご支援とご厚情の賜物と深く感謝いたします。
　何卒、今後とも変わらぬご高誼を賜りますようお願い申し上げます。

長い間、お世話になりました。

統括部長兼企画総務部 部長
山本　淳

総務課付（JA全農島根農機サポート㈱出向、
石見銀山営業所長）
天野　隆明

大田中央支店 支店長
福田　秀樹

（再雇用）
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西条柿
兵の携帯食として珍重された干
し柿は、毛利氏がこの地に伝え、
戦国時代より広く植えられたと
いわれる

石見銀山地区本部版

　

元
亀
２
年
（
１
５
７
１
年
）、
稀き

代だ
い

の
策
略
家
毛
利

元
就
が
亡
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
毛
利
氏
の
支
配
体
制

に
揺
る
ぎ
は
な
い
。
経
四
郎
は
、
激
動
の
戦
国
乱
世
を

生
き
抜
き
、
自
身
の
死
後
も
体
制
が
維
持
で
き
る
よ
う

生
涯
を
全
う
し
た
元
就
に
経
久
と
は
別
の
畏い

敬け
い

の
念
を

感
じ
て
い
た
。「
昨
日
の
敵
は
今
日
の
…
か
。
人
の
心

は
あ
て
に
な
ら
な
い
」
と
自
身
に
問
い
な
が
ら
、
出
雲

に
向
か
う
毛
利
軍
の
陣
中
を
訪
ね
た
。

　

か
つ
て
の
敵
で
あ
っ
た
吉
川
元
春
は
、
毛
利
軍
の
山

陰
司
令
官
と
し
て
尼
子
勝
久
や
山
中
鹿
之
助
が
率
い
る

＊

尼
子
再
興
軍
の
掃そ

う

討と
う

戦
を
行
っ
て
い
た
。
元
春
は
、

尼
子
方
に
与く

み

し
て
い
な
い
経
四
郎
に
少
し
驚
い
た
が
、

面
談
に
応
じ
た
。

「
さ
す
が
は
吉
川
元
春
、
こ
れ
で
後こ

う

顧こ

の
憂う

れ

い
は
無
い
」

　

そ
の
後
、本
城
常
光
の
次
男
大
蔵
左
衛
門
尉
は
、吉
川

元
春
の
配
下
と
な
り
本
城
春は

る

政ま
さ

と
名
乗
る
こ
と
と
な
る
。

　

小
笠
原
家
で
は
、
吉
川
家
か
ら
養
子
を
迎
え
譜
代
に

次
ぐ
家
格
と
な
れ
ば
、
再
び
温
湯
城
を
居
城
に
で
き
る

と
い
う
話
も
あ
っ
た
が
実
現
せ
ず
、
天
正
10
年
よ
り
本

格
的
に
丸
山
城
の
普
請
に
入
っ
た
。
本
能
寺
の
変
で
の

織
田
信
長
の
横
死
が
、
再
び
戦
国
乱
世
を
呼
び
起
こ
す

と
い
う
予
感
を
持
ち
、
そ
れ
に
備
え
よ
う
と
考
え
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
石
見
銀
山
関
連
の
蓄
え
や
常
光
の

銀
を
使
い
、
約
３
年
で
城
は
完
成
し
た
。
し
か
し
、
時

代
は
豊
臣
秀
吉
の
天
下
と
な
り
、
戦
国
時
代
は
大
詰
め

を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
。

　

丸
山
城
は
、
本
丸
と
西
の
丸
が
総
石
垣
造
り
の
当
時

の
山
陰
で
は
見
る
こ
と
の
な
い
壮
大
な
城
と
な
っ
て
い

た
が
、
そ
れ
以
上
の
強
力
な
防
御
施
設
は
作
ら
れ
な

か
っ
た
。
秀
吉
傘
下
の
毛
利
氏
が
中
国
地
方
を
完
全
に

掌
握
し
、
国
人
領
主
間
の
戦い

く
さ

に
よ
る
争
い
が
姿
を
消
す

と
戦
う
べ
き
敵
、守
る
べ
き
味
方
が
無
く
な
っ
て
い
た
。

大
内
氏
、
小
笠
原
氏
、
尼
子
氏
、
毛
利
氏
を
中
心
に
戦

国
時
代
の
石
見
銀
山
争
奪
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
頃

は
、
存
在
感
の
あ
る
城
郭
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
時

は
流
れ
、
そ
の
権
益
は
完
全
に
毛
利
氏
の
体
制
に
組
み

込
ま
れ
た
。
石
見
銀
山
と
い
う
大
地
の
宝
石
箱
を
開
け

よ
う
と
は
る
ば
る
争
っ
た
時
代
の
終し

ゅ
う

焉え
ん

で
あ
っ
た
。

　

そ
の
日
の
朝
、
齢よ

わ
い

70
歳
の
本
山
経
四
郎
は
、
戦
国
乱

世
を
共
に
生
き
た
本
城
常
光
や
尼
子
晴
久
、
小
笠
原
長

雄
、
椿
雅
楽
助
や
枯
三
太
ら
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、

城
主
と
な
っ
た
小
笠
原
長な

が

旗あ
き

と
共
に
完
成
し
た
丸
山
城

本
丸
に
立
っ
て
い
た
。
山
陰
の
山
中
に
似
つ
か
わ
し
く

な
い
こ
の
城
の
石
垣
に
は
、
残
っ
た
石
見
銀
山
の
銀
が

並
べ
ら
れ
、
朝
陽
が
反
射
し
て
眩
し
い
ば
か
り
に
輝
い

て
い
た
が
、
そ
れ
を
見
上
げ
る
軍
勢
は
ど
こ
に
も
い
な

か
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
終
）

＊
尼
子
再
興
軍
…�

尼
子
義
久
が
毛
利
元
就
の
軍
門
に
下
っ
た

後
、
山
中
鹿
之
助
ら
が
、
僧
と
な
っ
て
い
た

勝
久
（
国
久
の
孫
）
を
還
俗
さ
せ
て
総
大
将

と
し
、
尼
子
氏
再
興
を
図
る
た
め
に
起
こ
し

た
軍
勢

※掲載の絵はイメージです。　※�本物語はフィクションです。物語は、広報誌JAしまねびより〈石見銀山地区本部版〉のバックナンバーでご覧
いただけます。

　　　　　　　　　　　　　　　�2020年10月号（1話）～2021年2月号（5話）、4月号（6話）～7月号（9話）、2022年3月号（参考資料）、4月号（10話）
～12月号（18話）、2023年2月号（19話）～2024年12月号（41話）、2025年2月号（42話）～3月号（最終話）

丸山城跡
毛利元就の後を継いだ輝元は、この立派な城が気に入
らなかったようで、結局、小笠原氏に出雲への領地替
えを命じ、その後、城は廃城となった。

最
終
話
～
石
見
銀
山
戦
国
争
奪
絵
巻
～

＝ 後 書 き ＝
　最後までお読みいただきありが
とうございました。連載にあたり
地域の皆様に資料提供やお話を頂
きましたこと厚く御礼申し上げま
す。我々が住むこの地には、石見
銀山にまつわる“ものすごい”歴
史があったと改めて感じていま
す。その歴史に少しでも興味を持
ち、地域を理解いただける一助と
なれば幸いです。
文・絵　坂本　浩
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記
日
育
食
の
私

このページは皆様のお便りが頼りです。

お便りお待ちしております♪ 読 者 コ ー ナ ー

石見銀山地区本部版

■
雪
で
寒
い
中
、
Ｊ
Ａ
職
員
の
方
が
本
誌
と
誕
生
日
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
届
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
毎
日
の
散
歩
を
日
課

に
し
て
い
ま
す
の
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ウ
ォ
ッ
チ
は
、
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
さ
ん
）

■
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
の
レ
イ
ア
ウ
ト
が
変
わ
り
、
違
う
店
に

行
っ
た
み
た
い
で
楽
し
い
で
す
。
あ
す
っ
こ
が
、
棚
に
並

ぶ
の
を
楽
し
み
に
待
ち
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
さ
ん
）

■
私
も
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
に
野
菜
を
作
っ
て
出
荷
を
し
て
い

ま
す
の
で
、
本
誌
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
紹
介
に
勇
気
を
い
た

だ
き
、
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。
あ
す
っ
こ
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
と
消
毒
を
一
度
も
し
な
い
手
の
か
か
ら
な
い
野
菜

を
作
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
Ｔ
さ
ん
）

■
本
誌
２
月
号
の
「
お
米
の
値
段
」
は
、
と
て
も
分
か
り

や
す
か
っ
た
で
す
。
生
産
者
に
恩
恵
の
無
い
米
の
値
上
が

り
は
、
多
く
の
人
が
不
利
益
を
被
る
ば
か
り
で
い
び
つ
で

す
。
国
の
政
策
や
ス
ピ
ー
ド
感
の
無
さ
も
不
満
で
す
。

（
Ｋ
さ
ん
）

■
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
お
お
だ
の
生
花
は
、
種
類
が
豊
富
で
よ

く
買
っ
て
い
ま
す
。
野
菜
も
何
が
あ
る
か
な
と
楽
し
み
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｔ
さ
ん
）

■
本
誌
２
月
号
し
ま
ね
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
の
前
田
さ
ん
、
米

原
さ
ん
の
あ
す
っ
こ
作
り
の
愛
情
と
情
熱
に
感
動
し
ま
し

た
。
我
が
家
も
あ
す
っ
こ
を
作
っ
て
お
り
、朝
、果
物
・
牛
乳
・

蜂
蜜
を
加
え
て
ス
ム
ー
ジ
ー
を
作
っ
て
飲
み
ま
す
。（Ｏ

さ
ん
）

■
就
寝
中
に
目
が
覚
め
る
と
な
か
な
か
寝
ら
れ
な
い
。
友

人
と
「
加
齢
か
な
、
や
れ
ん
な
」
と
お
互
い
慰
め
て
い
ま
す
。

年
齢
は
た
だ
の
数
字
と
言
う
人
、
う
ら
や
ま
し
い
限
り
。

（
Ｋ
さ
ん
）

■
物
と
向
き
あ
う
こ
と
が
多
い
時
代
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ

人
と
の
か
か
わ
り
を
大
切
に
し
た
い
。「
あ
り
が
と
う
」「
ご

め
ん
ね
」「
い
た
だ
き
ま
す
」
な
ど
言
葉
一
つ
で
ほ
っ
こ
り

救
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
。　
　
　
　
　
　
（
Ｔ
さ
ん
）

　

小
学
生
に
な
っ
て
か
ら
み
る
み
る
と
大

き
く
な
る
子
ど
も
た
ち
。
１
年
た
つ
と
お

洋
服
も
サ
イ
ズ
ア
ッ
プ
、
靴
な
ん
て
数
カ

月
で
き
つ
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
学
童
期
は
体
の
成
長
が
大
き

く
、
平
均
し
て
女
の
子
で
９
歳
か
ら
10
歳

ご
ろ
、
男
の
子
は
11
歳
か
ら
12
歳
ご
ろ
に

発
育
急
進
期
、
成
長
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な

る
時
期
が
来
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

時
期
に
し
っ
か
り
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
を
す
る
こ
と
は
不
可
欠
で
す
。
中
で
も

体
の
成
長
に
必
要
な
の
が
、
骨
を
作
る
カ

ル
シ
ウ
ム
、
そ
し
て
筋
肉
を
作
る
た
ん
ぱ

く
質
で
す
。

　

体
の
成
長
速
度
の
速
い
こ
の
時
期
は
、

よ
り
た
ん
ぱ
く
質
の
摂
取
が
大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
。
学
童
期
の
た
ん
ぱ
く
質
の

体
重
に
対
す
る
維
持
必
要
量
は
、
体
重

１
㎏
当
た
り
１
日
約
１
・
３
ｇ
、
こ
れ
は

成
人
の
１
㎏
当
た
り
約
０
・
９
ｇ
よ
り
多

く
な
っ
て
い
ま
す
（
厚
生
労
働
省
「
日
本

人
の
食
事
摂
取
基
準
２
０
２
０
」
よ
り
）。

単
純
に
息
子
と
私
の
体
重
で
計
算
す
る
と

必
要
量
は
ほ
ぼ
同
じ
と
な
り
、
た
ん
ぱ
く

質
源
と
な
る
主
菜
の
肉
や
魚
は
大
人
と
小

学
生
で
同
じ
く
ら
い
の
量
が
必
要
な
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　

た
ん
ぱ
く
質
の
多
い
食
品
と
い
え
ば
、

肉
、
魚
、
卵
、
大
豆
製
品
、
乳
製
品
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
た
ん
ぱ
く
質
を
構
成
す
る

ア
ミ
ノ
酸
の
中
で
も
、
体
内
で
合
成
で
き

ず
食
事
か
ら
摂
取
す
る
必
要
が
あ
る
必
須

ア
ミ
ノ
酸
は
子
ど
も
の
成
長
に
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
必
須
ア
ミ
ノ
酸
は
動
物
性
た
ん

ぱ
く
質
の
方
が
多
く
含
む
た
め
、
た
ん
ぱ

く
質
も
さ
ま
ざ
ま
な
食
品
か
ら
取
る
こ
と

が
理
想
的
で
す
。

　

成
長
ホ
ル
モ
ン
が
ピ
ー
ク
と
な
る
夜
に

向
け
た
夕
食
に
た
ん
ぱ
く
質
を
取
る
こ
と

は
大
切
で
す
が
、
吸
収
を
良
く
す
る
た
め

に
は
炭
水
化
物
や
そ
の
他
の
栄
養
と
の
バ

ラ
ン
ス
も
大
切
で
す
。
そ
こ
で
意
識
し
た

い
の
が
、
１
日
３
食
全
て
で
た
ん
ぱ
く
質

を
摂
取
す
る
こ
と
で
す
。
パ
ン
に
は
卵
を

組
み
合
わ
せ
る
、
う
ど
ん
な
ら
肉
う
ど
ん

に
す
る
な
ど
、
毎
食
必
ず
た
ん
ぱ
く
質
を

入
れ
る
こ
と
で
１
日
に
必
要
な
た
ん
ぱ
く

質
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
人
が
驚
く
ス
ピ
ー
ド
で
心
身
共
に
成

長
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
。
食
事
面
で
も

し
っ
か
り
支
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

食
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
●
岡
村
麻
純

成
長
期
の
子
ど
も
と
た
ん
ぱ
く
質
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丹波職員の
独り言

丹波職員の
独り言

【ヌキ】
順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

１ 志学 島田　克己 341 285 福之姫 久茂福 勝忠平 平茂勝

２ 井田 厚朴　邦広 345 292 若百合 諒太郎 安重花 安茂勝

３ 久手 ㈱農援隊清滝牧場 325 297 奥華栄 美国桜 安福久 平茂勝

４ 志学 高田　雅晴 317 276 北美津久 耕富士 安福久 平茂勝

５ 志学 木下　崇 347 293 知恵久 百合久勝 安茂勝 平糸勝

【メス】
順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

１ 山口 大國　裕紀 295 274 北美津久 秋忠平 安平吉 糸晴波

２ 山口 三浦　英範 308 265 北美津久 美国桜 幸紀雄 安福久

３ 志学 西谷　悟郎 309 266 福之姫 久茂福 勝忠平 平茂勝

４ 大代 坂本　静雄 321 277 若百合 秀百合久 忠富士 福之国

５ 多根 三登　芳己 318 292 福之鶴 美津照重 安茂勝 茂重桜

2 月子牛市場の成績表 （本人取り含む・金額は税込）

種別 市場 取引頭数 最高価格 最低価格 平均価格 対前月 対前年同月 平均体重 平均日齢
管内 19 673,200 253,000 466,053 -38,451 -79,397 268 267

メス 中央 119 790,900 253,000 531,235 41,101 17,463 284 291
県 119 790,900 253,000 531,235 31,396 17,463 284 291
管内 22 790,900 448,800 641,400 50,487 72,295 315 286

ヌキ 中央 139 849,200 136,400 632,682 8,336 37,426 317 290
県 139 849,200 136,400 632,682 9,556 37,426 317 290

令
和
７
年
2
月
19
日

石見銀山地区本部版

▲

次
回
も
ト
ッ
プ
が
と
れ
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
。。

ヌ
キ
最
高

三
瓶
町
志
学

島
田 

克
己
さ
ん

石見銀山地区本部管内 2月子牛市場ランキング  ベスト５（本人取り除く）

白菜・ほうれん草・大根・しびき・ 
白 ね ぎ・箱 寿 司・キ ャ ベ ツ・ 
ブロッコリー・レンコン・葉ねぎ

キャベツ・白ねぎ・ブロッコリー・ 
大根酢漬・大根・しびき・ばら寿司・
リーフレタス・八朔・里芋

すいせんの
里

JAグリーン
おおだ

1,241点

13,815点

※このコーナーは、石見銀山産直出荷者協議会の情報コーナーです。

みんなの直売市情報

JAグリ－ンおおだ、すいせんの里、生産販売課

　1月は、比較的暖かい日が続き、春のおとずれも早いかと思いましたが、2月に
入ると2回の大寒波があり、大変寒い日が続きました。この季節の寒気は、体調
を崩しやすくなりますので、ご自愛下さい。
　さて、3月に入り野菜の方も春キャベツ、ブロッコリー、ふきのとうなどが店
頭に並び、切花では、スイトピー、桃などが出てくると暖かさと日の長さを感じ
る“お彼岸”となります。
　JAグリーンでは2月に産直棚を平台にしており、以前に比べ商品が見やすく・
取りやすくなっております。お出かけの際には是非一度ご来店いただき、野菜や
生花に春を感じていただきたいと思っています。従業員一同、心よりお待ちして
おります。

２店舗合同セール
ポイント５倍デー

毎月  ５日、15日、25日（５のつく日）
たまご半額の日

毎月 10日、20日、30日（０のつく日）
切花・鉢花10％OFFの日

毎月  ８日、18日、28日（８のつく日）

２月の売上ベスト10（数量ベース）※苗物・海産物を除く

4月11日㊎・12日㊏　4月25日㊎・26日㊏
JAグリーンおおだ
すいせんの里

４月の特売日

　2月より産直平台に致しました。出荷いただく際に置き場にお困りの際は、職員にお声がけいた
だきますよう宜しくお願い致します。皆様方の1点でも多くの出荷をお待ちしております。

JAグリーンおおだより
出荷者の皆様へ

▲

次
回
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

メ
ス
最
高

山
口
町

大
國 

大
和
く
ん
（
左
）

　
　
太
陽
く
ん
（
右
）
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■お問い合わせ■　JAしまね石見銀山地区本部 生活典礼課　☎0854-84-9071

18



「島根のオリジナル野菜を
美味しく食べる♪」

石見銀山地区本部版

地元の食材を美味しく調理
辻調理師専門学校卒業、3人の子育て中

フリーアナウンサー　

　谷　夏海さん

①① ②②

提供：JAしまね石見銀山地区本部

①ぶり大根
＜材料（2～3人分）＞

・大根　1/2本　　
・ぶりの切り身　6切れ（400g程度）
・生姜　3切れ（4g程度）　　・白ねぎ　1/2本
・梅干し（種類は何でも良い）　1個

【薬味】
・三つ葉、柚子の皮等お好みで
　（今回は冷凍柚子皮を使います）

【煮汁】
　　・本みりん　150cc　・濃口しょうゆ　100cc
　　・料理酒　100cc　　・砂糖　大さじ1

（大手メーカー製濃口しょうゆを使う場合は、塩分が多
いので80㏄位に調整してください）

＜作り方＞
❶  大根は千切りにする。
❷  白ねぎは3㎝程度に切る。生姜は千切りにする。
➌  鍋にAの調味料、白ねぎ、生姜、梅干しを入れ、蓋

をして強火で沸騰させる。
➍  ➌にぶりを入れ、蓋をして約10分中火〜強火で煮る。

（生臭さを残さないために煮汁を沸騰させてから魚を入れ
る。一気に火を通すことで煮崩れを防ぐ）

➎  煮汁がトロリとしてきたら、器に盛り付ける。
➏  残った煮汁に大根（水気が多い場合軽くしぼる）を入れ、

蓋をして約2〜3分煮る。
➐  大根も同じ器に盛り付けて薬味を添えたら完成！

※ 大根を厚切りで使うと時間がかかるため、千切りにす
る事で時短が可能。

※ 梅干しは、強い酸味が魚のくせを取り除き、広がった
香りが食欲を増進させる。（イワシなど青魚に使うのがお
すすめ！新鮮な天然ブリであれば、梅干し無しでも良い）

②あすっことじゃこのペペロンチーノ
＜材料（2～3人分）＞

・あすっこ　1袋半（200g程度）　・ちりめんじゃこ　40g
・にんにく　2かけ（10グラム程度）
・パスタ1.6㎜（標準タイプ）　200g
・オリーブオイル　大さじ7　　・鷹の爪　適量　
・塩　40g　　　　　　　　　　・水　2ℓ

＜作り方＞
❶  フライパンにオリーブオイル、にんにく、鷹の爪を入れ

炒め、香りが出たらちりめんじゃこを入れ更に炒めて、
一旦火を止めておく

❷  鍋に水、塩を入れ沸騰させ、パスタを茹でる。（しょっぱ
いと思うくらいの2％の食塩水）

➌  あすっこは、パスタを茹でている鍋に入れ、色が変わる
程度湯通しし、3㎝程度に切る。

➍  パスタは表示よりも1分程度早めに取り出し、❶のフラ
イパンに➌の茹で汁100㎖（味を決めるので正確に測る）と
パスタを入れ加熱し、白く濁りとろみがつくまでよく混
ぜる。（乳化させる事で、水っぽさや油っぽさが無くなり、ま
ろやかな口当たりになる）

➎  ➍のフライパンにあすっこを入れ混ぜ合わせた後、器に
盛り付けて完成！

※ パスタは、一般的には塩分1%の食塩水と表示してあるレシ
ピが多いですが、後ほど塩で調整することもいらないくら
いしっかり塩味がつくので、今回の塩は多めです。

※ あすっこは島根県のオリジナル野菜でブロッコリーとビタ
ミン菜を交配して誕生したアブラナ科の野菜で、ブロッコ
リーより崩れにくく、癖の無いどんな料理でも合わせやす
い美味しくて便利な野菜です。あすっこがなければブロッ
コリーや小松菜でも代用可能。

４月の 外勤日（ふれあいの日）は
16日（水）・17日（木）・18日（金）

※�4月16日（水）：三瓶店、
高山店は休業いたします。

今月の料理

年金無料相談

4月13日（日） JA石見銀山地区本部
☎0854-84-9054

複雑な年金手続きのお手伝いをいた
します。どなたでもお気軽にご来店
ください。

※時間は９：00～ 12：00

A
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